
■ 第 56 回火災科学セミナーの開催について ■ 

 

 

 

 

 

近年では、バーチャルリアリティ(VR)による映像配信の高度化，地理情報システム(GIS)を活用し

た情報の可視化及び高度な計算システムを用いた時系列シミュレーションが進展し，消防分野に応用

される事例も増えています。 
また，2016 年 12 月に新潟県糸魚川市で発生した市街地火災及び 2017 年 2 月に埼玉県三芳町で発

生した倉庫火災は，いずれも短時間に延焼拡大し，消防活動に長時間を要する火災となりました。こ

れらの火災は，他の地域でも発生する可能性があり，課題や危険性を全国で情報共有し，対策を進め

ていく必要があります。 
日本火災学会では，これらのテーマについて，有識者による講演をお願いし，名古屋市と川崎市に

おいて下記のとおり「火災科学セミナー」を開催することにいたしました。 
つきましては，会員の方はもとより，消防関係者，一般の方々にも多数ご参加くださるようご案内

申し上げます。 

記 

●中部・西日本会場：日時 平成 29 年 10 月 27 日(金) 13 時 00 分から 16 時 30 分 

  （名古屋会場）  場所 「ウィルあいち 4 階」（愛知県名古屋市東区上堅杉町 1 番地） 

ＪＲ「名古屋駅」から地下鉄東山線「栄駅」経由、地下鉄名城線「市役所駅」から 

徒歩 10 分 
●東日本会場   ：日時 平成 29 年 11 月 2 日(木)  13 時 00 分から 16 時 30 分 

（川崎会場）    場所 「川崎市産業振興会館」（神奈川県川崎市幸区堀川町 66－20）  

ＪＲ「川崎駅」西口から徒歩 8 分 

 

● 名古屋会場 10 月 27 日(金)  (定員 800 名) ● 川崎会場 11 月 2 日(木)  (定員 358 名) 

[主題] 先進的技術の導入による災害対応 [主題] 災害に学ぶ地域特性と課題 

時間 テーマ 講 師 時間 テーマ 講 師 

13:05 

～     

14:05        

放火対策ＧＩＳの開発と今後の展開 

          （一財）消防防災科学センター 

平野 亜希子 

13:05 

～     

14:05        

大規模倉庫火災の課題と対策  

東京理科大学 

小林 恭一 

14:15 

～ 

15:15 

市街地火災延焼シミュレーションを活用した 

消防活動支援        消防研究センター 

高梨 健一 

14:15 

～ 

15:15 

過去の大規模火災事例から考える木造密集

市街地の危険性 国土技術政策総合研究所 

樋本 圭佑 

15:25 

～ 

16:25 

地震時の市街地火災・広域避難大規模 

シミュレーションによる潜在的な避難危険性の

構造理解      東京大学生産技術研究所 

加藤 孝明 

15:25 

～ 

16:25 

石油コンビナートにおける火災事例等 

                消防研究センター 

                      西  晴樹 

参加料(テキスト含む)：会員(賛助会員及び後援団体職員を含む。)及び消防職員 2,000 円，一般（非会員）4,000 円 

申込方法： 参加料の納入をもって申込受付とします。（ただし，定員になり次第締切りとなります。） 

１ 郵便振込の場合(郵便振込「払込取扱票」のご利用をお願いします。) 

       振替口座番号 00180－4－58454 (公社)日本火災学会 

       払込取扱票の通信欄に参加会場名・勤務先名（複数参加の場合、参加者名）を記入してください。また，

払込人住所氏名欄には参加者氏名（複数参加の場合は、代表者名）・連絡先住所，電話番号を記入して

ください。到着受付後，受講票をお送りします。（領収書は，当日会場でお渡しします。） 

２ 現金書留の場合 

       所要事項(氏名，事業所名，連絡先住所，電話番号)を記載し，送金してください。 

申込みを受け付け次第，受講票をお送りします。（領収書は，当日会場でお渡しします。） 

申 込 先： 〒113-0032 東京都文京区弥生 2-4-16 学会センタービル 

       (公社)日本火災学会 Tel：03－3813－8308 Fax：03－5689－3577 E-mail：kasai50@sepia.ocn.ne.jp 

主 催  (公社)日本火災学会 

後 援  全 国 消 防 長 会 

  名 古 屋 市 消 防 局 

  川 崎 市 消 防 局 


